一 つ は 邪教の 問題。 邪教と いっても、 教祖と 狂信者 

との ツナ ガリに は、 ある 種の 実効 (たとえば 病気が 治 

ると いうよう な) がた しかに 在る に は 相違ない その実 

際と 限界 を 突きと めて みたい という ことであった。 

ある 席で、 お光り 様が 一間 も 二 間 も 離れた ところ か 

ら手を かざして 病人 を 治す という、 そういう ことが、 

ある 種の 人々 に対して は 真に 可能で あるか、 という 話 

がで たと き、 同席して いた 呉 清 源 九 段が、 私 も ある 期 

間 その 力が 具わ つ て 人の 病気 を 治し 得た ことがあった、 

と 語った。 

彼の 話 は 真実で あるに 相違ない。 しかし、 治す 人と 



ころへ 他流試合に 行って、 催眠術が 私に かかる かどう 

か 試合 をして みようかと 考えた こと もあった。 又、 そ 

の 先生が 他の 人 を 催眠術に かける 秘伝 を 見破って、 私 

が 誰か を (できれば 催眠術の 先生 を) 術に かける こと 

がで きる かどう か、 試みたい とも 思った。 

私 は 二十 四 五 年 前に、 催眠術の こと を 多少 しらべた 

ことがあった。 というの は、 私の 中学 時代の 級友に 山 

口と いう 男が あって、 先日 岩田豊 雄さん に 会った とき 

この 男の 話 をしたら、 記憶して おられた が、 岩 田さん 

や 岸 田さん などが やって いた 新劇の 研究生 だ。 今、 某 

誌の 編輯 者 をして いる 橋 本晴介 君な どの 同門 同輩な の 



巷談 師 という もの は、 所詮 高座の 道化者で、 ォナグ 

サミに 一席 弁じて いるに すぎない ので ある。 天下 国家 

を 啓蒙し よ うとい うような コン タンが 多少 で も あれば 

大いに コ マメに 動き もしょうが、 そういう 考えが ミジ 

ン もない から、 手頃な 題材 を 見つけて、 勝手 放題な 熱 

を ふく。 適当な (というの は、 面倒な ことの いらない 

という 意味 も ある) 題材に 窮 して、 奇妙な 探訪な どに 

浮 身 を やつす ような こと を 数回つ y けたり したが、 こ 

れは 毎月 必ずやらなければ ならない という ムリも 一 因 

している。 



私の 巷談の 材料に なりそう で、 ならな いのは、 政治 

である。 なぜかと いうと、 裏が あって、 それに 通じな 

い 人間に は 分らない からで ある。 そこへ 行く と、 裁判 

の 方 は、 それほど 裏と いう ものがない。 た、 V 法廷へ も 

ち だす 前に 検事が 被告 を 訊問して いる ィキ サッが ハツ 

キリ 分らない だけが 難点で ある。 こういう もの も 公開 

したら どうだろう。 

政界、 官界、 財界な どの 裏面の カラク リ という もの 

は、 巷談の タネではなくて、 「真相」 という バ クロ 雑誌 

などの 対象 だ。 現在の 日本の ような カラク リの 多い と 

ころで は、 大いに バ クロ 雑誌が あった 方が よろしい。 
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